
                             

 
    《  コ ー  ス》    ６ｋｍ 

 近鉄上ノ太子駅 一 穴穂部皇子御廟 一 壷井八幡宮 一 

通宝寺跡・源氏三代墓 一 九流谷古墳 一 泥耕地蔵 一 

敏達天皇陵 一 西方尼院 一 太子前ﾊﾞｽ停 …解散 

 ※近鉄上ノ太子駅へ徒歩釣 20 分 

 

       《 総  説 》 
 

 【河内飛鳥】の総説については、NO62（平成 29 年 6 月作

成）で述べているので、本号では省いた。 

 ＜蘇我氏と河内飛鳥＞ 

 この地域は、4 世紀末頃蘇我氏の祖先に当る石川宿祢の別

業の地と伝えられている。 

 すなわち、祖先伝承によると、武内宿祢に肇った蘇我氏の、

石川一溝智一韓子一高麗、と云う祖先 4 代の旧地であったと

も考えられ、以後稲目一馬子一蝦夷一入鹿と続き、大化の改

新で蘇我本家は滅亡するのである。 

 しかし馬子の子で蝦夷の弟の倉麻呂を祖とする分家の一族

は、この科長（磯長）の里を本拠として続いた。 

 大和飛鳥の地で天下の実権を握った馬子の代に、蘇我氏系

皇族の墳墓の地を、祖先の本願地に近い景勝地「科長の地」

に改葬したり、新設して皇陵地帯にしたが、祖先の共同墓地

と考えられる“一須賀古墳群”の北方に隣接するこの科長原

の各地に、敏達（推古の夫）用明（聖徳太子の父）推古（敏

達妃で、太子の叔母）聖徳太子廟（3 名合葬）孝徳の 5 陵に

皇族 9 人を葬り、また河内蘇我氏族長級のものと思われる墳
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墓（仏陀寺古墳・松井塚二子塚など）も点在し、古代皇族お

よび貴族等の文字通り“王陵の谷’と云われる霊地になった

のである。 

 

 ＜河内源氏＞ 

 56 清和天皇の皇子貞純親王

から出、源経基を祖とする‘清

和源氏’の発祥地、摂津の多田

に居を構えた摂津守源満仲（多

田源氏）の四男頼信が、平安中

期の寛仁 4 年（1020）「河内国

司（河内守）」に任ぜられ、こ 

の壷井の地を本拠地として邸

宅を造営して河内庶民の基礎

を築いたのがはじまりである。 

 頼信はこの高台を「香炉峰」

と名付け、それ以後頼義一義家

一義時等の子孫が居住してい

た。ここで云う「源氏三代」と

は、頼信・頼義・義家を指し、

数々の武功により大きな勢力

となり、義家以後は中央政府の 

高官となって都に居住して源

氏の本流と云われるようにな

った。 

 彼の五男義時は父祖の地に

残留して「石川源氏」の棟梁と

ての地位を確保し子孫は南北朝の頃もこの地で活動し続けた。 

 

   《 各  説 》   

   
 

  【穴穂部皇子中御廟】        太子町飛鳥 

 皇子は 29欽明天皇の皇子で母は蘇我小姉君。31用明天皇崩

御のとき皇位を争い、蘇我馬子に殺された。 

 なぜ御廟がここにあるのかわからない。 

 

  【壷井八幡宮】          羽曳野市壷井町 

 渡瀬義・義家父子が前九年の役の平定後、源氏の守護神と

して康平 7 年（1064）石清水八幡宮の神霊を勧請してこの地

に創建したのがはじまりである。 

 境内横にある“壷井権現社’は、天仁 2 年（1109）義時が

河内源氏の氏神として創建したもので、頼信・頼義・義家と

義光の四柱が祭神となって祀られている。 

 これらの社殿は元禄 14 年（1701）に 5 代将軍綱吉が、柳

沢吉保に命じて再建させたものであるが、老朽化し修復中で

ある。境内の一角には源氏手植えの樹齢千年と云われる楠（府

天然）、石段下には清泉「壷井」がある。 

 

  【通宝寺跡・源氏三代墓】    羽曳野市通宝寺町 

 石丸山と号し、11 世紀中葉、河内国司の源頼信等が、菩提

寺として開基したと伝えられているが、明治初年に廃寺とな

り、現在はわずかに山門と梵鐘のない鐘楼および新本堂の礎

石が残っているのみである。 
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 しかし中世寺院跡として国の史跡指定を受けている。 

 前九年の役後、頼義は出家して浄土宗に帰依し、死去後、

旧本堂の床下に葬られ、いわゆる‘墓堂形式”の墳墓として

現存している。 

 なお新本堂跡より南へ 1 町の丘陵上に、八幡太廊義家の墓、

少し離れて頼信の墓（墓石なし）があり、いずれも国の史跡

になっている。 

 

   【  九流谷古墳  】         太子町太子         

  ４世紀後半から５世紀にかけての築造とされている、 ２段

造の前方後方墳で、大阪府では柏原の安堂山古墳とともに、

わずか２基しかない珍しい形式である。            

 埋葬者は不明。現在ブドウ畑に囲まれ近づけない。           

                                                           

      【泥掛地蔵】           太子町太子         

  高サ１.8ｍの礫岩製の地蔵菩薩で、平安中期の作と云われ

ている。この地蔵は、腫物に霊験あらかたとして、祈願して

治癒した場合、お礼参りの時に泥をお顔に塗ったことから、

この名称が生じたと云われている。             

                                                           

    【30 敏達天皇  中尾山陵】      太子町太子         

  北々西を向く２段造で周りに狭い空堀をめぐらす、太子町

磯長地方唯一、わが国では最後の前方後円墳の皇陵で、「諸陵

式」には敏達天皇と生母石姫皇后の合葬陵とある。                                                   

  規模は前方部幅 67ｍ、後円部径 58ｍ、全長 113 ｍ。         

                                                           

      【西方尼院】           太子町太子         

 聖徳太子が死去された直後、推古女帝の勅命で、太子の乳母

等３人（蘇我馬子の娘・物部守屋の娘・小野妹子の妹）が出

家して尼僧となり、太子廟の南方台地上に西方尼院を創建し、

太子の菩提を弔ったと云われる。           

  寺の南側に三尼公の多層塔（凝灰岩製）が残されている。

住職の姓は蘇我である。                               

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         作成    末岐 敏一  

         解説・案内 坪内邦彦、中瀬士節 
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